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業績予想の修正に関するお知らせ 

 
  最近の業績の動向等を踏まえ，平成 19 年 3 月 20 日付当社「業績予想の修正に関
するお知らせ」にて公表した平成 19年 10月期業績予想を、下記のとおり修正しまし
たのでお知らせいたします。 
   

記 
１ 19年 10月期 個別中間業績予想数値の修正（平成 18年 11月 1日～平成 19年 4月 30日） 

（金額の単位：百万円） 
 売 上 高 経常利益 当期純利益 
前 回 修 正 予 想 ( Ａ ) １，１００ ３００ ４００

今 回 確 定 数 値 ( Ｂ ) １，０８１ ３１９ ４７７

増   減   額 (Ｂ－Ａ) △１９ １９ ７７

増    減    率（％） △１．７％ ６．３％ １９．２％

前期（平成 18年 4月中間期）実績 １，１７１ ２２２ １９７

 
２ 19年 10月期 連結中間業績予想数値の修正（平成 18年 11月 1日～平成 19年 4月 30日） 

（金額の単位：百万円） 
 売 上 高 経常利益 当期純利益 
前 回 修 正 予 想 ( Ａ ) １４，０００ ５００ ２００

今 回 確 定 数 値 ( Ｂ ) １３，９０９ ５２４ ３３８

増   減   額 (Ｂ－Ａ) △９１ ２４ １３８

増    減    率（％） △０．６％ ４．８％ ６９．０％

前期（平成 18年 4月中間期）実績 １６，８２６ ４３５ ７８

 
 



  
 

３ 19年 10月期 個別通期業績予想数値の修正（平成 18年 11月 1日～平成 19年 10月 31日） 
（金額の単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
前 回 修 正 予 想 ( Ａ ) ２，０００ ― ３５０ ４５０

今 回 修 正 予 想 ( Ｂ ) １，８００ ３００ ３５０ ４５０

増  減  額 (Ｂ－Ａ) △２００ ― ０ ０

増   減   率（％） △１０．０％ ― ０．０％ ０.０％
前期（平成 18年 10月期）実績 ２，１３１ ４１２ ３４５ ２２４

 
４ 1９年 10月期 連結通期業績予想数値の修正（平成 18年 11月 1日～平成 19年 10月 31日） 

（金額の単位：百万円） 
 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
前 回 修 正 予 想 ( Ａ ) ２８，５００ ― ７００ ５００

今 回 修 正 予 想 ( Ｂ ) ２９，０００ ７００ ９００ ５００

増  減  額 (Ｂ－Ａ) ５００ ― ２００ ０

増   減   率（％） １．７％ ― ２８．５％ ０.０％
前期（平成 18年 10月期）実績 ３１，９５７ ６４４ ７２３ １９２

 
５ 修正の理由 
（個別業績） 
中間期においては、売上高に関して、ほぼ前回発表数値となりましたが、経常利益で 19
百万円増、純利益では 77百万円の増加となりました。これは、平成 19年 3月 20日修正発
表時点と比較して、金融環境の良化から営業外収益が増加したことならびに景気回復に伴

い貸倒引当金の戻入益が予想より増加したことによるものであります。一方、通期に関し

ましては、中間期が予想より増益となったものの、ゼネラルサプライへの簡易会社分割に

伴う有形固定資産の移転により、関連会社不動産賃貸収入等の関連会社売上高の減が見込

まれることから、前回発表の業績予想より、売上高を２００百万円減の１,８００百万円と
修正いたしました。 
（連結業績） 
中間期においては、個別業績の当期純利益の増加、ならびに子会社において世界経済の

景況の進展から持分法投資利益の増加に伴い経常利益が３８百万円増加したことなどか

ら、当期純利益が、予想に比較して１３８百万円増加いたしました。 
通期においては、国内景気の回復基調持続は予想されるものの、主力の OA関連事業な
らびにトナーリサイクル事業においては原料高・製品安の厳しい環境は続くものとみられ

ます。一方では、当期において、完全子会社化をいたしました不動産事業のゼネラル興産

が決算事務の合理化のため、決算期を 9月期から当社と同じ 10月期に変更したことに伴い、
ゼネラル興産が以前から手がけておりました不動産開発プロジェクトのイタリア・ミラノ

プロジェクトの寄与が見込まれることから、売上高を５００百万円増の２９，０００百万



  
 

円、経常利益を２００百万円増の９００百万円の予想に修正いたしました。なお、当期純

利益は、経常利益の増加はあるものの、税負担の増加などから、前回修正とおりといたし

ました。 
 
業績予想に関する注意事項 
 この資料に記載されている売上高および利益の予想金額は、本資料の発表日現在におけ

る将来の経済環境予想等の前提に基づいて作成されたものであり、実際の売上高および利

益は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 
以 上 

 


